
 

　　だ
き
、
定
期
的
に
清
掃
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
徹
底
し
た
衛
生
管

理
を
し
、
細
菌
等
の
繁
殖
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　
労
働
保
険
の
加
入
手
続
は
お
済

で
す
か
。

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
さ
れ

て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
労
働
保

険
（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
お
済
で
な
い
事
業
主
の

方
は
、
お
早
め
に
加
入
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城

　
　
53-

０
１
５
３

　
川
内
労
働
基
準
監
督
署

　
　
22-

３
２
２
５

高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間

　
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
急
速
に

高
齢
化
が
進
展
し
て
お
り
、
経
済

社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
65
歳
ま
で
現
役
と
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
高
年
齢
者
等

の
雇
用
の
場
の
確
保
が
重
要
と
な

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
厚
生
労
働

省
・
労
働
局
・
公
共
職
業
安
定
所

全
国
地
域
安
全
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

　
10
月
11
日
（
金
）
か
ら
10
月
20

日
（
日
）
ま
で
の
10
日
間
、
全
国

地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
地
域
住
民
の
自

主
的
活
動
に
よ
り
犯
罪
の
防
止
だ

け
で
な
く
、
事
故
や
災
害
の
未
然

防
止
な
ど
も
含
め
た
地
域
社
会
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の

活
動
で
す
。

　
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
安
全

・
安
心
ま
ち
づ
く
り
“21”
」
で
す
。

浄
水
器
の
衛
生
管
理
の

徹
底
に
つ
い
て

　
家
庭
内
で
町
水
道
に
設
置
さ
れ

て
い
る
浄
水
器
の
中
に
は
、
水
道

水
中
の
遊
離
残
留
塩
素
を
基
準
値

以
下
の
濃
度
ま
で
除
去
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
浄
水

器
は
配
管
の
状
況
や
使
用
状
態
に

よ
っ
て
、
家
屋
内
に
給
水
さ
れ
る

水
の
、
細
菌
等
に
よ
る
汚
染
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
浄
水
器
の
設
置
に
お
き
ま
し
て

は
、
取
扱
説
明
書
を
読
ん
で
い
た

 

　　　
行
政
相
談
は
、
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
を
持
っ
て

い
る
け
ど
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方
の
た

め
の
も
の
で
す
。

　
相
談
員
は
中
立
・
公
正
な
立
場

か
ら
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
せ
　

　
役
場
総
務
課
庶
務
係

　
　
59-

３
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

年
金
相
談

　
次
の
日
程
で
年
金
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
10
月
24
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

　
長
寿
婦
人
の
間
　

◇
内
容

　
厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
関

係
を
中
心
に
受
給
資
格
や
手
続
等

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
せ

　
役
場
住
民
課
住
民
年
金
係

　
　
59-

３
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

　

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
せ
　
鹿
児
島
労
働
局
労

　
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

が
け
地
近
接
等
移
転
事
業

　
が
け
地
の
崩
壊
な
ど
、
生
命
に

危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
区
域

に
建
っ
て
い
る
住
宅
を
、
安
全
な

場
所
に
移
転
す
る
た
め
に
要
す
る

経
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る

制
度
で
す
。

　
こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、

が
け
地
の
崩
壊
等
に
よ
る
危
険
が

著
し
い
た
め
、
建
築
基
準
法
の
規

定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
た
災
害

区
域
内
ま
た
は
建
築
を
制
限
し
て

い
る
区
域
内
に
あ
る
住
宅
で
す
。

　
補
助
の
内
容
と
し
て
は
、
除
却

等
費
と
建
物
助
成
費
の
補
助
金
が

あ
り
ま
す
。
除
却
等
費
は
、
危
険 

 

住
宅
の
撤
去
費
に
要
す
る
費
用
で

す
。
建
物
助
成
費
は
危
険
住
宅
に

代
わ
る
住
宅
の
建
設
の
た
め
、
金

融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合

の
借
入
金
の
利
子
に
相
当
す
る
額

を
補
助
し
ま
す
。

▽
問
い
合
せ

　
建
設
課
管
理
係
　

　
　
59-

３
１
１
１
（
内
線
２
２
９
）

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ

運
動
月
間

　
10
月
は
、
「
秋
の
農
作
業
事
故

ゼ
ロ
運
動
月
間
」
で
す
。

　
農
業
機
械
利
用
に
よ
る
農
作
業

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
安
全
な
農
作
業
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
ゆ
と
り
を
も
っ
て
無
理
の
な
い

作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
機
械
の
点
検
・
整
備
と
作
業
場

所
の
点
検
を
行
っ
た
う
え
で
、
作

業
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
畑
へ
の
進
入
路
や
段
差
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
一
般
道
路
で
の
走
行
は
、
ほ
か

の
車
両
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
他
の
車
両
か
ら
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
反
射
材
等
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

○
農
作
業
に
出
か
け
る
前
に
は
家

族
な
ど
に
一
声
掛
け
、
所
在
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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　　で
は
、
次
の
点
を
重
要
課
題
と
し

て
お
り
ま
す
。

○
高
齢
者
の
65
歳
ま
で
の
安
定
し

た
雇
用
の
場
の
確
保

○
中
高
年
齢
者
の
再
就
職
の
支
援

○
高
年
齢
者
の
雇
用
・
就
業
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城
管
内
で

は
、
技
能
・
経
験
豊
か
な
高
年
齢

者
の
求
人
が
特
に
不
足
し
て
い
ま

す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
求
人

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
高
年

齢
者
等
の
方
を
雇
用
さ
れ
た
場
合
、

各
種
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城

　
　
53-

０
１
５
３

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
改

定
の
お
知
ら
せ

　
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
10
月

１
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
時
間
額
　
　
　
６
５
０
円

　
今
回
か
ら
、
最
低
賃
金
は
時
間

額
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
使
用
者

は
、
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最

低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
す
べ
て
の
労

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
日
程
で
心
配
ご
と
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

◇
期
日
　
10
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
10
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
10
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
10
月
31
日
（
木
）

　
17
日
は
婦
人
相
談
日
で
す
。

◇
時
間
　
午
前
10
時
～
12
時

◇
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▽
問
い
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
31-

５
０
３
０

行
政
相
談

　
次
の
日
程
で
行
政
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
10
月
21
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所
　
町
中
央
公
民
館
茶
道
室

◇
相
談
員
　
手
塚
周
藏
さ
ん

　
　

14

健康相談・ウォーキング（鶴田区）

県社会福祉大会（～９日）

健康相談・ウォーキング（神子区）

健康づくり町民体育大会

体育の日

心配ごと相談

青少年育成の日（ジョギング・ウォーキングデー）
防犯少年バレーボール大会，地区映画鑑賞会

健康相談・ウォーキング（柏原区）

県畜産共進会（～１１日）
あそびの広場，心配ごと相談

お話の時間

家庭の日

育児サークル，心配ごと相談
就学指導教育相談
健康相談・ウォーキング（紫尾区）
県戦没者追悼式

心配ごと相談

健康相談・ウォーキング（鶴田区）

町

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

３

期

４

期

がけの近接地とは下図の

２Ｈ以内にある住宅をいう。

（がけ下にある場合）

（がけ上にある場合）

２Ｈ以内

がけの下端より

２Ｈ以内

がけの上端より

30°以上

Ｈ（がけの高さ）

住宅

住宅

（ ）

地区身障者福祉大会，小学校陸上記録会

親子の楽校（しおり作り）


